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令和元年度　大鹿村の決算を公表します
　令和元年度の一般会計及び特別会計の決算が９月定例会で認定されました。
　一般会計の決算額は、歳入が２５億４，５６６万円、歳出が２１億８，９７１万円で、前年度と比較して歳
入は１億６，１５５万円（６．０％）の増額、歳出は８７２万円（０．４％）の減額となりました。歳入歳出
差引額は３億５，５９５万円で、そのうち令和２年度へ繰り越す２億８，７４０万円を除いた実質収支額
は６，８５５万円となりました。

　歳入では、地方譲与税
が森林環境譲与税の創設等

により５２６万円、平成３０年被災の災害復旧
事業に係る国庫負担金が１億６，１５５万円増
額となり、また保育所建替事業に伴う基
金の取崩し等で繰入金が４，９１６万円、総合
グランド整備に伴う補償料９，８３１万円等に
より諸収入が１億５，２８１万円の増額となり
ました。地方交付税は前年度比２，１５７万円
減額の１１億１，５９６万円。繰越金は道の駅建
設事業終了等により２億４，１５９万円減額の
２億４０４万円となっています。
　歳入総額の内、村の自主財源は、村税を
中心に８億１，３５１万円（前年度比６，８７２万円
減）余りで全体の約３２％で、残りの６８％は
地方交付税を中心にした依存財源に頼って
います。これらは今後の国の施策に左右さ
れ、今後も厳しい歳入状況が続くと思われ
ます。

　総務費は、住民記録システム系の更新
事業、飯田ケーブルテレビ移行事業等の

終了により４，６７７万円、商工費は、道の駅整備事業等
の終了により４億１，０８５万円の減額となりました。　
　民生費は、保育所建替事業等により７，７４７万円、農
林水産業費では、塩の里改修事業等により１億２９５万
円、土木費では、河川維持工事、橋りょう調査費等で
５，６２９万円、教育費では、小中学校のエアコン設置事
業等により４，３９３万円の増額となりました。また、平
成３０年の７月豪雨、台風２１号、２４号により被災した、
道路、農地、河川の復旧事業により、災害復旧費は
１億４，６５１万円増額となりました。 
　村債（借金）の返済額にあたる公債費は、前年度と
比較して１，８５５万円減少しました。
　総合グランド整備に係る補償料の一部と、ふるさと
納税をそれぞれ基金へ積み立てたため、諸支出金は前
年度と比較して４，０４７万円の増額となっています。
　今後も、財政の健全化を確保しながら、行政課題に
対応できる効率的な財政運営を進めてまいります。

歳 入 歳 出

　　　　　　　
歳入
25億

4,566万円

村税
7.5%

1億9,200万円

村税
7.5%

1億9,200万円

その他（自主財源）1.8％

自主財源
32.0％

８億1.351万円

その他（依存財源）2.１％

依存財源
68.0％

17億3,215万円

依存財源
68.0％

17億3,215万円

地方譲与税 3,015万円
地方消費税交付金 1,903万円
地方特例交付金 180万円　他

地方交付税
43.8%

11億1,597万円

分担金及び負担金 58万円
使用料及び手数料 2,915万円
財産収入 1,072万円
寄附金 890万円

国庫支出金
13.3％

3億3,931万円

国庫支出金
13.3％

3億3,931万円
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4.１%

1億421万円
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4.１%

1億421万円

繰越金
8.0%
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繰越金
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2億404万円

諸収入
8.7%

2億2,111万円

諸収入
8.7%

2億2,111万円

繰入金
5.8%

1億4,701万円

繰入金
5.8%

1億4,701万円

村債 4.6%
1億1,690万円

村債 4.6%
1億1,690万円

議会費 1.2% 2,594万円

総務費
18.0%

3億9,380万円

民生費
17.3%

3億7,862万円

民生費
17.3%

3億7,862万円

衛生費
6.6%

1億4,460万円

衛生費
6.6%

1億4,460万円

農林
水産業費
13.6%

2億9,720万円

農林
水産業費
13.6%

2億9,720万円商工費
2.6%

5,652万円

消防費
2.5%
5,381万円

消防費
2.5%
5,381万円

教育費
8.6%

1億8,759万円

教育費
8.6%

1億8,759万円

災害復旧費
 11.2%

2億4,430万円

公債費
7.0%

1億5,380万円

公債費
7.0%

1億5,380万円

諸支出金 2.3% 5,116万円諸支出金 2.3% 5,116万円

土木費
9.2%

2億237万円

土木費
9.2%

2億237万円

歳出
21億

8,971万円
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令和元年度に実施した主な事業
　村では第四次総合振興計画を策定し、重点
施策の実現に向けた主要施策を掲げ、元年度
事業を行いました。

歳入額増減の主な要因	 （単位：万円）
項目 増減額 要　　因

地方譲与税 ５２６ 森林環境譲与税の増
地方交付税 △ ２，１５７ 算定経費のうち厚生費・総務費の減
国庫支出金 １９，８７２ 災害復旧事業
繰 入 金 ４，９１６ 保育所建替事業により基金取崩し
繰 越 金 △ ２４，１５９ 道の駅建設事業終了
諸 収 入 １５，２８１ 総合グランド補償料・村道改良に伴う委託料
村 債 ２，４５０ 学校教育施設整備事業債・災害復旧事業債の増

村税の内訳	 （単位：万円）

税目 収入額

村 民 税 4,399

固 定 資 産 税 14,046

軽 自 動 車 税 487

村 た ば こ 税 247

入 湯 税 20

①人づくりと地域活力の維持

④地域再生・活気づくり

②自然環境の保全と伝統文化の継承

③安全・安心・快適な地域の維持

事　業　名 決算額
村外通勤費補助 305万円
結婚・出産祝金 140万円
小学校学級減対策等事業 330万円
学童保育支援事業 267万円
若者住宅新築・改修補助 210万円

事　業　名 決算額
商工振興事業補助 618万円
塩の里改修事業 13,879万円
そば用播種機整備 43万円
地域ブランド推進事業 170万円

事　業　名 決算額
美しい村づくり交付金 317万円
太陽光発電設置補助 25万円
大鹿歌舞伎伝承・活用事業 132万円
有害鳥獣対策関係経費 920万円
森林造成事業

（間伐、枝打ち、作業道整備等） 1,553万円

事　業　名 決算額
廃止代替バス運行補助金 1,830万円
福祉施設指定管理事業 2,792万円
予防・健康推進事業

（検診・予防接種・母子保健等） 681万円

合併浄化槽設置・管理費補助 807万円
し尿処理経費 1,482万円

事　業　名 決算額
ごみ収集運搬処理経費 2,787万円
林道整備事業

（中峰黒川線、鳥倉線 他） 6,897万円

村道改良事業
（中峰線、万平線、中洞線、他） 12,565万円

広域消防負担金 3,280万円
非常備消防経費（消防団等） 1,229万円

塩の里改修事業（惣菜加工室）

復旧後

堂垣外線災害復旧事業

被災時
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　特別会計の歳入総額は、５億８，５４０万円（前年度比９．２％）となっており、
歳出総額は５億８，０３６万円（前年度比４．９％）となりました。実質収支につ
いては４０９万円となっており、全会計で黒字決算となりました。

　加入状況は、１９１世帯、３２５人です。前年度より９世帯３人の減少です。歳入は前年度比４．７％減（△
７７７万円）の総額１億５，７６４万円となりました。国民健康保険税は、７．３％減の１，２６７万円となりまし
たが、県支出金が１億２，７６１万円と、財政調整基金からは３９３万円を繰入れました。
　歳出は前年度比４．９％減（△８０７万円）の総額１億５，６７１万円となりました。
　大鹿村の被保険者１人当たりの医療費は、３７万５，４６２円、前年度より９，２２４円減額となりました。
　基金残高は１億８６８万円です。

　歳入は前年度比６．６％増（６０３万円）の総額９，７７９万円となりました。
　歳出は前年度比６．０％増（５５４万円）の総額９，７１６万円となりました。
　患者数は延べ６，５８５人、月平均５４８人で、前年度より延べ１０４人少なくなっています。

　北入水源浄水設備整備、計装設備更新事業実施により、国庫補助金、起債の借入をしたことか
ら、歳入は前年度比７１．３％増（５，９４６万円）の総額１億４，２８０万円となり、歳出も前年度比９６．１％増

（６，８８８万円）の総額１億４，０５７万円となりました。料金収入は２，１８６万円で前年度比３．１％増となって
います。　
　給水人口は前年度より１６人減の８５６人となり、普及率は８６．３％です。

　歳入は前年度比４．８％減（△８５０万円）の総額１億６，６８９万円となりました。被保険者数は４９０人で、
第１号被保険者保険料は２，４９６万円でした。
　歳出は、前年度比５．５％減（△９６７万円）の総額１億６，５６４万円となりました。
　介護保険認定率は１５．３％（前年度比０．４％増）で、内在宅介護者は７８．１％となっています。
　基金残高は８６２万円です。

　歳入歳出ともに前年度とほぼ同じ２，０２８万円（前年度１，９９９万円）となりました。
　被保険者数は、令和元年度末で３２９人となっており、前年度末と比較して７人の減少となり
ました。また、１人当たりの医療費は、大鹿村では６７万８，７６７円（前年度７１万１９５円）でした。

特別会計

会　　計 歳入 歳出 差引額 翌年度へ繰り越すべき財源 実質収支

国民健康保険特別会計 15,764万円 15,671万円 93万円 0万円 93万円

会　　計 歳入 歳出 差引額 翌年度へ繰り越すべき財源 実質収支

村立診療所特別会計 9,779万円 9,716万円 63万円 0万円 63万円

会　　計 歳入 歳出 差引額 翌年度へ繰り越すべき財源 実質収支

村営水道特別会計 14,280万円 14,057万円 223万円 0万円 223万円

会　　計 歳入 歳出 差引額 翌年度へ繰り越すべき財源 実質収支

介護保険特別会計 16,689万円 16,564万円 125万円 0万円 125万円

会　　計 歳入 歳出 差引額 翌年度へ繰り越すべき財源 実質収支

後期高齢者医療特別会計 2,028万円 2,028万円 0万円 0万円 0万円
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項　　　　目 大鹿村 松川町 高森町 喬木村 豊丘村

人　口 （R2.1.1 住 民 基 本 台 帳 ） １，０００人 １３，１５７人 １３，０３０人 ６，３４１人 ６，７０７人
世帯数 （　　　　 〃　　　　） ４９０世帯 ４，７２５世帯 ４，４６９世帯 ２，１４１世帯 ２，１８２世帯
面 　 　 積 ２４８．２８㎢ ７２．７９㎢ ４５．３６㎢ ６６．６１㎢ ７６．７９㎢
６５歳以上の人口割合（R2.1.1 住民基本台帳） ４７．５％ ３２．９％ ３１．３％ ３４．３％ ３２．２％

Ｒ１年度
普通会計歳出決算額　　　　

１ 人 当 り ２１９万円 ４８万円 ５６万円 ５７万円 ６６万円
決 算 総 額 ２１億８，９７１万円 ６３億６，９１３万円 ７２億５，２１９万円 ３５億８，６０２万円 ４４億３，１０４万円

普 通 会 計 収 入 額 に 占 め る、 地 方 交 付 税 の 割 合 ４３．８％ ３５．７％ ２７．４％ ４４．３％ ３３．９％
標 準 財 政 規 模 １２億５，５６０万円 ４０億８，５５３万円 ３９億２，６２２万円 ２４億１，６７８万円 ２５億７，２３０万円
財 政 力 指 数 ０．１５９ ０．４０５ ０．４１６ ０．２５８ ０．３０３
経 常 収 支 比 率 ７１．３％ ８４．１％ ８１．２％ ７７．３％ ７７．８％
普 通 会 計 の 基 金
（ 積 立 金 ） 残 高

１ 人 当 り ２４４万円 １６万円 １３万円 ６３万円 ３５万円
積立金総額 ２４億４，８４５万円 ２１億３，５２２万円 １７億０，７１２万円 ３９億７，３９９万円 ２３億５，７０３万円

普 通 会 計 の 借 金
（ 地 方 債 ） 残 高

１ 人 当 り １５５万円 ３３万円 ４５万円 ３４万円 ５４万円
借 金 総 額 １５億３，３８９万円 ４３億４，５９１万円 ５８億６，３３３万円 ２１億３，４７３万円 ３６億２１２万円

職 員 数（R2.4.1現在）
※特別会計・企業会計を含む全

会計の職員数。 嘱託等臨時
職員を含み、特別職は除く。

総 人 数 ６４人 ２４８人 ２３５人 １３９人 １４６人
うち正規職員 ４０人 １３５人 １０６人 ７６人 ７２人
人口千人当り １５．６人 １８．８人 １８．０人 ２１．９人 ２１．８人

■各種財政指標の説明
　標準財政規模　　数値が高いほど標準的な一般財源の規模が大きい

普通会計のうち、標準的な一般財源の規模を示すもので、毎年経常的に収入が見込まれる標
準的収入額（計算の方法は概ね、「町村税」＋「地方譲与税等」＋「普通交付税」）
★県内町村平均；₁₆億₉，₃₀₇万円 ／ 県内市町村平均；₅₉億₈，₁₀₀万円（令和元年度決算数値）

　財 政 力 指 数　　数値が高いほど財政力が強い
自治体の財政基盤の強弱を示す数値で、標準的な行政運営に必要な財源をどれくらい自力で
調達できるかを表すものです。この数値が「１」に近いほど、町村の行政運営を町村税で賄
えているということで、反対にこの数値が低いほど地方交付税に依存していることとなりま
す。
★県内町村平均；₀．₃₅ ／ 県内市町村平均；₀．₄₀（令和元年度決算数値）

　経常収支比率　　数値が高いほど財政構造が硬直化している
経常一般財源（毎年連続して経常的に入ってくる財源の中で、町村税や交付税などその使途
が特定されず自由に使える財源）総額のうち、経常経費（人件費、扶助費、公債費など義務
的性格の経常経費）に充当された部分の割合を示します。自治体の財政運営の弾力性を測る
指標です。

　★県内町村平均；₈₁．₇％ ／ 県内市町村平均；₈₆．₇％（令和元年度度決算数値）

※各指標の「住民一人あたり」数値は、R2.1.1 住民基本台帳人口を用いた。

令和元年度決算の財政状況等を公開します
下伊那北部5町村
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村の財政状況について（財政健全化判断比率）
　一般会計だけでなく、国民健康保険をはじめとする事業会計や水道事業等の公営企業会計、
また、第三セクターの不良債務などもチェック対象とした、４つの健全化判断指標（健全化判
断比率）により、令和元年度決算に基づく財政健全化に係る各指標を、大鹿村と下伊那北部５
町村と対比しながらお知らせします。　　　

実質赤字比率

連結実質赤字
比率

実質公債費
比率

将来負担比率

【早期健全化基準（イエローカード）15％、財政再生基準（レッドカード）20％】

【早期健全化基準（イエローカード）20％、財政再生基準（レッドカード）40％】

【早期健全化基準（イエローカード）25％、財政再生基準（レッドカード）35％】

【早期健全化基準（イエローカード）350％】

　一般会計等を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率で、一般会
計等の決算額が、黒字の場合はマイナス比率となり、赤字比率は「該当なし」となります。

　一般会計や国民健康保険等の事業会計、水道等の公営企業会計並びに第三
セクターへの負担等全ての会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対

する比率で、全会計等の決算額が、黒字の場合はマイナス比率となり、赤字比率は「該当なし」
となります。

　標準財政規模に対して、一般会計や水道等の公営企業会計並びに第三セク
ターへの負担等全ての会計が負担する実質的な公債費（元利償還金）がどれ

くらいの比率であるかを表し、この数値が高いほど公債費（借金返済金）の割合が高く、財政
を圧迫していることとなります。

　一般会計等が、将来負担すべき実質的な負債（水道等の公営企業会計並び
に第三セクターへの負担等を含む）の標準財政規模（補正値）に対する比率で、将来負担額よ
り基金（貯金）等充当可能な財源が多いと、この比率はマイナス表示となります。

大鹿村 松川町 高森町 喬木村 豊丘村
― ― ― ― ―

大鹿村 松川町 高森町 喬木村 豊丘村
― ― ― ― ―

大鹿村 松川町 高森町 喬木村 豊丘村
0.4% 6.2% 9.9% 8.0% 8.4%

大鹿村 松川町 高森町 喬木村 豊丘村
―

( ▲ 224.6%)
―

(▲ 14.0%) 64.0% ―
( ▲ 148.0%)

―
( ▲ 0.3%)

大鹿村の基金と地方債の推移

基金残高の推移（一般会計） 地方債残高の推移（一般会計）

0円
5億円
10億円
15億円
20億円
25億円
30億円

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 平成30年度平成27年度 平成28年度 平成29年度

28億6,166万円

14億2,153万円 16億3,936万円 16億4,125万円 15億6,677万円

令和元年度

15億3,389万円

28億8,271万円 26億5,321万円 25億4,430万円 24億4,845万円

0円

5億円

10億円

15億円

20億円
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大鹿村人事行政の運営等
１．職員の任免及び職員数に関する状況

２．職員の給与の状況 ３．職員の勤務時間その他の勤務状況

４．職員の分限及び懲戒処分の状況
　　　該当無し

５．職員の服務の状況
　　　特記事項無し

６．職員の福祉及び利益の保護の状況

７．公平委員会報告事項
　勤務条件に関する措置要求 要求無し
　不利益処分に関する不服申し立て 申し立て無し

①部門別職員数の状況 （各年４月１日現在）

②一般行政職の級別職員数の状況 （令和２年現在）

①人件費の状況　普通会計決算　決算額 ①職員の勤務時間と休日 （令和２年 4月現在）

②職員給与費の状況　普通会計一般職員　予算額

③職員の平均給料月額及び平均年齢の状況　（令和２年 4月現在）

②年次有給休暇の状況 （令和元年実績）

④特別職の報酬等の状況　　　　　　（令和２年 4月現在）

区　分
部　門

職員数（人） 対前年増減数（人） 備　　考
平成３０年 平成３１年 令和 2年 平成３１年 令和 2年

総 務  ８  ８  ８  ０  ０
税 務  ２  ２  ２  ０  ０
農 林  ７  ６  ６ －１  ０
商 工  １  １  １  ０  ０
土 木  ２  ２  ２  ０  ０

小　　　計 ２０ １９ １９ －１  ０
民 生  ７  ７  ８  ０  １
衛 生  ３  ３  ４  ０  １

小　　　計 １０ １０ １２  ０  ２
教 育  ３  ２  ２ －１  ０

小　　　計  ３  ２  ２ －１  ０
一般行政計 ３３ ３１ ３３ －２  ２

水 道  １  １  １  ０  ０
診 療 所  ３  ３  ３  ０  ０
そ の 他  ２  ２  ２  ０  ０

小　　　計  ６  ６  ６  ０  ０
合　　　計 ３９ ３７ ３９ －２  ２

区　分 1級 2級 3級 4級 5級 6級
計標 準 的 な

職 務 内 容
主事補
主　事

主　任
主　査

係　長
主　幹

課　長
課長補佐 副参事 参　事

職 員 数 ８人 ６人 １０人 ３人 ５人 １人 ３３人
構 成 比 ２４％ １８％ ３０％ ９％ １５％ ３％ １００％

区　分 住民基本台帳人口（人） 歳出額　Ａ（千円） 人件費　Ｂ（千円） 人件費率　Ｂ/Ａ（％）
元年度 ９９２ ２，１８９，７０５ ２８２，０１５ １２．９％
３０年度 ９９８ ２，１９８，４２５ ２８６，０７９ １３．０％

一週間の
勤務時間

勤務時間の割り振り
始業 終業 休憩時間 週休日

３８時間４５分 ８：３０ １７：１５ １２：００ ～ １３：００ 土 ･ 日曜日

区　分 職員数
（人）

給　　与　　費（千円）
給　　料 職員手当 計

２年度 ３３ １２０，９４３ ４９，０８１ １７０，０２４
元年度 ３１ １２１，０７４ ４９，００１ １７０，０７５

区　　分 平均給料月額 平均年齢
一般行政職 大鹿村 ２９６，４２９ ４１．９

総付与日数 総使用日数 職員数 1人当たり
平均使用日数 消化率

１，４３６ ３４２ ３８ ９．０ ２４％

区　分 団　体　等
加入保険制度 長 野 県 市 町 村 職 員 共 済 組 合

福 利 厚 生
長 野 県 市 町 村 互 助 会
大 鹿 村 職 員 等 親 睦 会

給　料 報　酬

村　長 ６００，０００円 議　長 ２３３，０００円(６００，０００円)

副村長 ５３８，０００円 副議長 １６１，０００円(５３８，０００円)

教育長 ４７２，０００円 委員長 １４８，０００円(４７２，０００円)
上段：条例で定められた月額
下段：１年間の月額

議　員 １３５，０００円

（注）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員をなどを含み、臨時又は非常勤職員を除いている。
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日本で最も美しい村
「信州・大鹿村」

【テーマ】 「日本で最も美しい村・大鹿村」の情景
・大鹿村の魅力を伝える風景、生活の営み、自然、歴史・
文化など四季折々のとっておきの写真を募集します。

【募集写真】
（１）被写体：大鹿村内で撮影した風景

・村内で撮影したものであれば、被写体は大鹿村のもので
なくても構いません。
　（例：大池高原から撮影した中央アルプス）
・人物、動物が写っていても差し支えありませんが、記念
写真のような作品は審査対象外とします。又、被写体
に人物が入る場合には、肖像権侵害等の責は負いか
ねますので、応募に際しては必ず本人(被写体)の承諾
を得てください。

（２）撮影日：2019年以降に撮影した写真に限ります。
（３）写真サイズ：カラープリント……四つ切、又は四つ切ワイ
ド
　　　　　　　　デジタルプリント…Ａ4サイズ

（４）応募点数：1人5点まで応募できます。
　　・組写真及び合成写真は不可とします。他のコンテストで
受賞された作品は、応募できません。

【募集期間】 2020年9月14日～2021年8月31日まで
　　　　　　当日消印有効

【応募方法等】
（１）応募料：無 料
　　・但し、応募に係る費用については応募者のご負担となります。

（２）応募先：大鹿村役場　総務課企画財政係
・提出先住所：〒399‐3502　長野県下伊那郡大鹿村大河原354　TEL0265-39-2001
・応募用紙に必要事項を記入し、作品の裏面へ貼付して郵送又は持参にて提出してください。

【審査及び賞品等】
（１）審査員長：フォトエディター　板見 浩史氏　ほか審査員 4名
（２）審査発表：入賞者には、2021年10月上旬頃にお知らせします。

・入賞作品は、大鹿村ホームページに掲載します。
・入賞作品は、原版（ネガ・ポジ・デジタルデータ）の提出をお願いします。
　尚、デジタルデータ以外の原版についてはデジタルデータ化後返却いたします。
・入賞以外の応募作品は、応募者に返却いたします。

（３）賞品等：〔最優秀賞〕1点　〔優秀賞〕4点　〔入 選〕数点
・最優秀賞及び優秀賞には賞状及び記念品が、入選者には賞状が授与されます。

【留意事項】
・応募作品の著作権は、応募者に帰属します。
・入賞作品の版権、使用権は大鹿村に帰属することとし、村が作成する印刷物、ホームページ等に無償で使用します。尚、使用にあたっては撮影者
の氏名等を表示する場合があります。
・応募作品を第三者へ貸与することはありません。
・応募作品の取り扱いには充分注意しますが、宅急便・郵送中の破損及び紛失等については一切の責任を負いません。
・応募作品に関し、第三者からの権利侵害や損害賠償などの苦情や異議申し立てがあった場合、主催者は一切の責任を負いません。

作品募集要領
フォトコンテスト

【第３回 フォトコンテスト最優秀作品】
 撮影：中島 タカ子

【第4回 フォトコンテスト最優秀作品】 
撮影：金田 良吉

【第5回 フォトコンテスト最優秀作品】 
撮影：石川 朋子

【第6回 フォトコンテスト最優秀作品】 
撮影：伊藤 富雄

【第7回 フォトコンテスト最優秀作品】 
撮影：草地 聡
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令和２年度　大鹿村租税教育推進協議会表彰

　大鹿村租税教育推進協議会の総会が１１月５日に開催され、応募のあった「小学生の税に
関するポスター」の中から選出された優秀作品の表彰が行われました。表彰された作品等
は次のとおりです。

 優秀賞 
６年
森藤 郁帆 さん

 優良賞 
６年
河野 大空 さん

 優良賞 
６年
木村　響 さん

（小学生　税に関するポスター）

表彰名 学年 氏　　名 題　　名

優　秀　賞 ６年 森藤　郁帆さん 「きちんと納税明るい未来」

優　良　賞 ６年 河野　大空さん 「みんなの税が未来をつくる」

優　良　賞 ６年 木村　　響さん 「税金がきえたらくずれます」

税 務 だ よ り 令和２年11月号
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▢■▢ 国民年金からのお知らせ ▢■▢

納めた国民年金保険料は全額が社会保険料控除の対象です！
　国民年金保険料は所得税法及び地方税法上、社会保険料控除としてその年の課税所得から控
除されますが、控除の対象となるのは、令和２年１月１日から令
和２年１２月３１日までに納められた保険料の全額です。令和２年中
に納められたものであれば、過去の年度分の保険料や追納された
保険料も対象となります。
　また、ご自身の保険料だけではなく、ご家族（配偶者やお子様
等）の負担すべき国民年金保険料を支払っている揚合、その保険
料も合わせて控除が受けられます。
　なお、本年中に納付した国民年金保険料について、社会保険料
控除を受けるためには、年末調整や確定申告を行うときに、保険
料を支払ったことを証明する書類の添付が必要となります。
　このため、令和２年１月１日から令和２年９月３０日までの間に国民年金保険料を納付された
方には、１１月上旬に日本年金機構から「社会保険料（国民年金保険 料）控除証明書」が送ら
れる予定ですので、申告書の提出の際には必ずこの証明書または領収証書を添付してください。
　また、令和２年１０月１日から令和２年１２月３１日までの間に、国民年金保険料を納められた方
には、令和３年の２月上旬に控除証明書が送られる予定です。
　税法上とても有利な国民年金は、老後はもちろん不慮の事故など万一のときにも心強い味方
となる制度です。保険料は納め忘れのないようキチンと納めましよう。

　村では民間のリサイクル業者に協力いただき、１２月よりインクカートリッジの回収を始
めます。
　回収後は、新たなリサイクルインクへと生まれ変わり、焼却処理するよりもCO² 発生
を抑制することができます。

【収集対象】
　ご家庭でお使いのインクカートリッジであ
ればメーカーは問いません。

【収集場所・時間】
　役場住民税務課窓口及び役場車庫内（蛍光
管回収ドラム缶横）に回収ボックスを設置し
ます。役場車庫内の回収ボックスであればい
つでも出すことができます。

【ご相談・手続き等についての問い合わせ先】
役場　住民税務課　☎39︲2001　または　飯田年金事務所まで

【問い合わせ先】役場　住民税務課　住民係　☎39︲2001まで

12月からインクカートリッジの回収を始めます

確定申告
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村税・料金 納付のお知らせ  毎月の料金 　◦保育料　◦介護保険料　◦住宅料　◦水道料
  　　　　　　◦後期高齢者医療保険料　◦その他利用料等　

 1１月の口座振替  1１月２５日（水）　 納付書納期限  １１月３０日（月）
 1２月の口座振替  １２月２５日（金）　 納付書納期限  （3年）１月４日（月）
★引き落とし日の前営業日までに口座をご確認ください。★納付書納付は、最寄りの金融機関又は役場会計にてお願いします。

課税月
税目（期） ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 備考

住民税普通徴収 1 2 3 4 年４回
固 定 資 産 税 1 2 3 4 年４回
軽 自 動 車 税 1 年１回
国民健康保険税 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 毎　月

11月はここ!!

12月はここ!!

営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

お
知
ら
せ

　

営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
営
農

に
関
す
る
相
談
・
技
術
指
導
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用

下
さ
い
。

◯
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方

　

営
農
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
【
役
場　

産
業
建
設
課
】

　

３
９
︱
２
０
０
１
㈹

　

ま
で
お
電
話
下
さ
い
。

◯相談できる日（11月～1２月）
月 火 水 木 金

11/16 17 18 19 20
25 26

30 12/1 2 3 4
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相談可能時間：午前９時～午後３時まで
※相談可能日・時間は変更となる場合があります。
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れ

の
あ
る
竹
や
木
に
つ
い
て
、
土
地

所
有
者
に
よ
る
事
前
の
伐
採
を
お

願
い
し
ま
す
。
な
お
、
緊
急
を
要

す
る
場
合
な
ど
無
断
で
伐
採
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

②
道
路
の
除
雪
作
業
に
よ
り
住
宅
入

口
を
雪
で
ふ
さ
い
で
し
ま
う
場
合

が
あ
り
ま
す
。
各
戸
ご
と
の
除
雪

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
住
宅
入
口

に
つ
き
ま
し
て
は
各
戸
ご
と
に
対

応
を
お
願
い
し
ま
す
。

③
道
路
脇
に
車
や
資
材
等
が
置
い
て

あ
る
と
除
雪
作
業
の
妨
げ
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
積
雪
時
の
路

上
駐
車
、
道
路
・
路
肩
へ
物
を
置

く
こ
と
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

④
滑
り
止
め
用
の
砂
を
自
治
会
要
望

に
基
づ
き
設
置
し
ま
す
。
道
路
の

凍
結
時
に
は
そ
れ
ぞ
れ
ご
対
応
を

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、融
雪
剤（
塩

カ
ル
）
は
交
流
セ
ン
タ
ー
、
塩
の

里
前
に
配
置
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

必
要
に
応
じ
て
持
ち
出
し
、
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
持
ち
出

し
時
に
は
産
業
建
設
課
建
設
水
道

係
ま
で
数
量
・
持
ち
出
し
場
所
を

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◯
連
絡
先

　

役
場 

産
業
建
設
課 

建
設
水
道
係

　

３
９
︱
２
０
０
１

大
鹿
村
立
診
療
所
か
ら

村
民
の
皆
様
に
ご
協
力
の
お
願
い

　

ウ
イ
ル
ス
等
（
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
）
の
感
染
拡
大

予
防
の
た
め
、
風
邪
の
症
状
及
び
発

熱
さ
れ
た
方
が
診
療
所
で
受
診
さ
れ

る
場
合
は
、
先
に
診
療
所
へ
電
話
を

し
て
か
ら
受
診
さ
れ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
来
院
時
は
、
車
等

で
待
機
し
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り

ま
す
。
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

尚
、
来
院
時
は
必
ず
マ
ス
ク
の
着

用
と
手
指
消
毒
を
お
願
い
し
ま
す
。

◯
問
い
合
わ
せ
先

　

大
鹿
村
立
診
療
所

　

☎
０
２
６
５
︱
３
９
︱
２
１
１
１
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　特別児童扶養手当　
【目　的】　
　特別児童扶養手当は、精神又は、身体に障
がいのある満２０歳未満の児童の福祉の増進
を図ることを目的として支給されます。

【支給条件】
＊精神や身体に該当する表に当てはまる程

度の障がいがある児童を監護する父もし
くは母（所得の多い方）、又は父母に代
わって児童を養育している人に対して支
給されます。

（次のような場合は支給されません）
（児童に対しての条件）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
①別に掲げる障がい等級表（省略）に掲げ

る障がいに該当しない児童　

②日本国内に住所がないとき
③障がいを支給事由とする年金を受け取る

ことができるとき
④児童福祉施設に入所しているとき（父母、

養育者に対しての条件）
⑤日本国内に住所がないとき

＊特別児童扶養手当は、県からの支給にな
りますが、手続きは大鹿村役場保健福祉
課福祉係で受け付けます。

　支給条件、支給額等、詳細など不明な点
はお問い合わせください。

＊支給条件として障がいの特定をするため
に医師による所定の診断書が必要になり
ます。

【問い合わせ先】役場　保健福祉課　福祉係　☎39-2001まで

ひ
と
り
親
世
帯

臨
時
特
別
給
付
金
の
申
請
は

お
済
で
す
か
？

司
法
書
士
に
よ
る

　
　
無
料
電
話
相
談
会

年
末
困
り
ご
と
電
話
相
談
会

　

ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金

は
、
令
和
２
年
６
月
分
の
児
童
扶
養

手
当
受
給
者
を
対
象
と
し
た
、
申
請

を
必
要
と
し
な
い
基
本
給
付
（
対
象

者
に
は
す
で
に
支
給
済
み
）の
ほ
か
、

①
公
的
年
金
給
付
等
を
受
給
し
て
お

り
、
令
和
２
年
６
月
分
の
児
童
扶

養
手
当
の
支
給
が
全
部
停
止
さ
れ

て
い
る
方
を
対
象
と
し
た
基
本
給

付
②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
受
け
て
家
計
が
急
変
し
、

収
入
が
減
少
し
た
方
を
対
象
と
し

た
追
加
給
付

を
申
請
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
支
給

さ
れ
ま
す
。

◯
問
い
合
わ
せ
先

「
ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付

金
」
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０
︱
４
０
０
︱
９
０
３

又
は
保
健
福
祉
課
福
祉
係
ま
で

〇
日
時　

１２
月
２６
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

〇
電
話
番
号

　

０
１
２
０
︱
４
４
８
︱
７
８
８

　
（
当
日
の
み
の
専
用
番
号
で
す
）

※
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。

〇
相
談
例

◦
借
金
で
苦
し
ん
で
い
る
人

◦
生
活
費
に
困
っ
て
い
て
年
が
越
せ

な
い

◦
労
働
問
題
で
悩
ん
で
い
る

◦
養
育
費
を
も
ら
っ
て
い
な
い

◦
離
婚
で
悩
ん
で
い
る

◦
生
活
保
護
を
受
け
た
い

◦
車
上
生
活
か
ら
脱
し
た
い

◦
相
続
に
つ
い
て

◦
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
で
悩
ん
で
い
る

◦
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
生
活
が
苦

し
い　

etc.

〇
問
い
合
わ
せ
先

　

長
野
県
司
法
書
士
会

　

０
２
６
︱
２
３
２
︱
７
４
９
２

ご存じですか？　特別児童扶養手当
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労
働
保
険
適
用
促
進

　
　
強
化
期
間
に
つ
い
て

～
₁₁
月
は﹁
労
働
保
険
適
用

促
進
強
化
期
間
﹂で
す
～

放
送
大
学

入
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

自
衛
官
等
の
募
集
に
つ
い
て

令
和
２
年
度
自
衛
官
等
採
用
案
内

◯
摘
要
促
進
活
動
の
趣
旨

　

労
働
保
険
の
適
用
状
況
に
つ
い
て

は
、
中
小
零
細
事
業
を
中
心
に
、
労

働
保
険
に
関
す
る
知
識
不
足
等
に
よ

り
、
な
お
相
当
数
の
未
手
続
事
業
が

◯
放
送
大
学
は
、
２
０
２
１
年
４
月

入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◯
１０
代
か
ら
９０
代
の
幅
広
い
世
代
、

◯
自
衛
官
候
補
生
【
期
間（
任
期
）を

区
切
っ
て
働
く
自
衛
官
】

◦
資
格
：
１８
歳
以
上
３３
歳
未
満
の
男

子
◦
受
付
期
間
：
通
年

◦
試
験
期
日
：
令
和
２
年
１２
月
１９
日

※
状
況
に
よ
り
、
令
和
３
年
２
月
及

び
３
月
に
実
施
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

◯
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

　
【
卒
業
後
、
陸
上
自
衛
官
に
任
官
】

◦
推
薦

◦
資
格
：
中
学
校
卒
業（
見
込
含
）

１７
歳
未
満
の
男
子
で
、
中
学
校
長

が
推
薦
で
き
る
者
。

◦
受
付
期
間
：

　

令
和
２
年
１１
月
１
日
〜
１１
月
３０
日

◦
試
験
期
日
：
令
和
３
年
１
月
１０
日
、

１１
日
の
指
定
す
る
１
日

◦
一
般

◦
資
格
：
中
学
校
卒
業（
見
込
含
）

１７
歳
未
満
の
男
子

◦
受
付
期
間
：
令
和
２
年
１１
月
１
日

〜
令
和
３
年
１
月
６
日

◦
１
次
試
験
：
令
和
３
年
１
月
２３
日

※
提
携
す
る
高
校
（
通
信
制
）
の
卒

業
資
格
取
得
可
能

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
未
手
続
事
業
の
解
消
は
、

①
労
働
保
険
制
度
の
健
全
な
運
営

②
費
用
の
公
平
負
担

③
労
働
者
の
福
祉
の
向
上

の
観
点
か
ら
極
め
て
重
要
で
あ
り
、

近
年
は
未
手
続
事
業
が
増
加
傾
向
に

あ
る
こ
と
か
ら
最
重
要
課
題
と
し
て

位
置
づ
け
、
よ
り
一
層
の
適
用
促
進

に
取
り
組
み
未
手
続
事
業
の
解
消
を

図
る
た
め
、
１１
月
１
日
か
ら
３０
日
ま

で
の
１
か
月
間
を
「
労
働
保
険
適
用

促
進
強
化
期
間
」と
定
め
、全
国
に
お

い
て
集
中
的
な
未
手
続
事
業
一
掃
対

策
を
展
開
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

◯
労
働
保
険
制
度
に
つ
い
て

　

労
働
保
険
と
は
、
労
働
者
災
害
補

償
保
険
と
雇
用
保
険
の
総
称
し
た
言

葉
で
あ
り
、
農
林
水
産
の
事
業
の
一

部
を
除
き
、
労
働
者
を
一
人
で
も

雇
っ
て
い
れ
ば
適
用
事
業
と
な
り
、

事
業
主
は
成
立
手
続
を
行
い
、
労
働

保
険
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

◯
予
備
自
衛
官
補
【
知
識
や
技
能
を

活
か
し
、
予
備
自
衛
官
に
任
用
】

◦
一
般

◦
資
格
：
１８
歳
以
上
３４
歳
未
満
の
者

◦
受
付
期
間
：
令
和
３
年
１
月
上
旬

〜
４
月
上
旬

◦
試
験
期
日
：
令
和
３
年
４
月
中
旬

◦
技
能

◦
資
格
：
１８
歳
以
上
５５
歳
未
満
の
男

女
（
保
有
資
格
に
よ
り
異
な
る
。）

◦
受
付
期
間
：
令
和
３
年
１
月
上
旬

〜
４
月
上
旬

◦
試
験
期
日
：
令
和
３
年
４
月
中
旬

◯
問
い
合
わ
せ
先

　

国
の
飯
田
合
同
庁
舎
内

　

自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部

　

飯
田
出
張
所

　

０
２
６
５
︱
２
２
︱
２
６
１
３

＊
自
衛
官
募
集
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

内
容
の
確
認
が
で
き
ま
す
。

約
９
万
人
の
学
生
が
、
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
、
様
々
な
目
的
で
学
ん
で
い

ま
す
。

◯
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、

約
３
０
０
の
幅
広
い
授
業
科
目
が

あ
り
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

◯
全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ

て
お
り
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の
学

生
の
交
流
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

◯
資
料
を
無
料
で
送
付
い
た
し
ま

す
。
お
気
軽
に
放
送
大
学
長
野
学

習
セ
ン
タ
ー
（

０
２
６
６
︱

５
８
︱
２
３
３
２
）
ま
で
ご
請
求

下
さ
い
。

◯
出
願
期
間
は
、
第
１
回
が
２
月
２８
日

ま
で
、
第
２
回
が
３
月
１６
日
ま
で
。

【お問い合わせ先】!
　　最寄りの労働基準監督署　又は、!
　　長野労働局労働基準部賃金室!
　　（☎０２６－２２３－０５５５） 長野労働局 

長野県"#キャラ
クター「アルク
マ」$ 長野県!
アルクマ  
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中村周子
　先日、村のウォーキングマップに載っている西地区を一周歩
いてみました。最近はあまり長距離を歩いていないので、少し
不安でしたが、「下駄をはいた道祖神」や、「眺めの良いなだら
かな坂」や、「大樫の木」など、見どころを追いかけているう
ちに一周することができました。歩いてみると、車で通りすぎ
たのでは見えない景色や発見が色々ありました。ほかのコース
も歩いてみる予定です。また、村の PR 動画の素材集めに紅葉
のきれいな場所を巡っています。協力隊になって 1 年半がた
ちましたが、まだまだ初めて見る景色が沢山あります。

中村勝也
　ハルです。
　２ヶ月に１回、協力隊新聞に ２５０ 文字程度で活動内容を報告
できます。制限があるので簡潔に。
　９月 １０ 月は盛りだくさん。村内の動画撮影、稲刈り紅葉を
中心に。空き家の有効活用を目指して空き家調査。ふるさと応
援団事業を活用するための企画作り。北川露頭の看板一式をジ
オパーク仕様に作り直す。ふるさと納税について調査。南相木
村、富士見町へシェアオフィスの視察。ジオパーク＆エコパー
ク活用のため旧木沢小学校で活動する登山家・大蔵さんの話を
聞きに。村の観光地図一式を作り直すプロジェクト始動。など。
　見えないところで色々やってます。
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森藤典子
　秋ですね、ぐんと寒くなりました。炬燵を出し、
りんご狩りに行ってきました。りんご、とても美味
しいので実家の岡山にも送り、喜ばれました。
　まめ大福では、りんごを煮たものがおやつやデ
ザートによく出てきます。中国地方や関西地方では、
あまり口にしないので利用者さんにお話を聞くと、
昔からよく煮てる、とのこと。
　私も作ってみようかな？
　さて 10 月末に恒例となっている紅葉狩りに行っ
てきました。車内からですが、景色をみる利用者さ
んの表情は生き生きとされています。午前中は、貼
絵作業や切り絵作業、塗り絵、読書やおしゃべりな
どをして過ごしています。個性豊かに仕上がります。

村松喜生
　こんにちは、観光協会の村松です。
　10 月から協力隊の中村さんご夫婦と一緒に新しい
観光ガイドマップ作りを始めました。どういうものに
していくのかはまだまだ検討段階なのですが、中村さ
んご夫婦の観点や考え方は、私がもっていなかったも
のがとても多く毎回新鮮でとても勉強になっていま
す。今回学んだことを含め、この地図作りを通してもっ
と大鹿村の魅力を伝えられるように知識を増やしてい
きたいと思います。そして大鹿村に遊びに来てくれた
方たちがより楽しめ、大鹿村にまた来たいと思ってく
れるようなガイドマップを作りたいです。

廣庭みのり
　6 月から始まった朝市ですが 11 月 1 日（日）で年内最
後となりました。朝市広場にてお餅つきが行われ、密にな
らないようにそれぞれが気をつけながら。子ども達もぺっ
たんぺったんと餅つき体験もしてくれていました。つきた
てのお餅は本当に美味しかったです。さぁ、ここから冬に
向けて…田んぼも畑もしばらくお休みとなる冬。冬の間に
加工施設で美味しい物を作りませんか？私も施設内の機器
をだいぶ上手く使えるようになりました！なので皆さんも
どんどん使いに来て下さい。新しい商品も少しずつですが
店内に並んでいます。プレミアム商品券も使っていただけ
るので一度食べて見て下さい！薪ストーブで店内を暖めて
お待ちしています ^ ^
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【第２回】　自宅でできるかんたん運動

そ
ば
打
ち
講
座

【
ろ
く
べ
ん
館
・
公
民
館
共
催
】

わ
ら
細
工
講
座

【
ろ
く
べ
ん
館
・
公
民
館
共
催
】

　ステイホーム中にできるストレッチや子どもとコミュニケーションをとりながらできる
運動をご紹介します。

【
日
時
】

　

１２
月
１３
日
（
日
）　

１０
時
〜

【
場
所
】

　

交
流
セ
ン
タ
ー

【
講
師
】　

　

風
間
光
太
郎
さ
ん（
す
る
ぎ
農
園
）

【
持
ち
物
等
】

　

◦
エ
プ
ロ
ン
・
頭
を
覆
う
も
の　

　

◦
材
料
と
道
具
は
こ
ち
ら
で
用
意

　

◦
参
加
費
（
一
人
１
０
０
０
円
）

【
申
込
期
限
】

　

１２
月
６
日
（
日
）（
先
着
１０
名
）

【
連
絡
先
】

　

ろ
く
べ
ん
館
（
月
・
火　

休
館
）

　

３９
︱
２
２
４
４

　

公
民
館
（
土
・
日
・
祝
日　

休
館
）

　

３９
︱
２
１
０
０

【
日
時
】

　

１２
月
２０
日
（
日
）
１３
時
〜

【
場
所
】

　

交
流
セ
ン
タ
ー

【
内
容
】

　

正
月
飾
り
つ
く
り

【
講
師
】

　

笹
木　

猛
さ
ん
（
沢
戸
）

【
そ
の
他
】

　

◦
材
料
は
こ
ち
ら
で
用
意

　

◦
参
加
無
料

【
申
込
期
限
】

　

１２
月
１３
日
（
日
）
ま
で　

【
連
絡
先
】

　

ろ
く
べ
ん
館
（
月
・
火　

休
館
）

　

３９
︱
２
２
４
４

　

公
民
館
（
土
・
日
・
祝
日　

休
館
）

　

３９
︱
２
１
０
０

【家庭でできる筋トレ】
①ゆっくりと寝転び、膝を立て、９０度より少しお尻

の方に寄せておく。
②手はラクな位置で、お尻を天井に向けて胸から膝

が一直線になるように、スーッと持ち上げ、ゆっ
くり下す（腰の反りすぎに注意）。

③息を吸って吐きながら持ち上げ、息を吸って吐き
ながらおろす。

【親子でできる筋トレ】
①大人は足を閉じたまま伸ばして座る。
②子どもは大人の左側に立ち、大人と手をつなぐ。
③手をつないだまま、子どもは大人の足を跨ぐよう

にジャンプする。（連続１０回おこなう）
④今度は大人は足を開き、子どもは開いた足の中に

入る。大人が足を開いたり閉じたりする。子ども
は開いたり閉じたりに合わせてジャンプする。

【問い合わせ先】大鹿村スポーツ推進委員会　☎39－2100まで



広報おおしか 17

公
民
館
施
設
等
の

利
用
に
つ
い
て

公
民
館
研
修
講
座

参
加
奨
励
金
と
研
修
講
座
の
ご
案
内

公
民
館
　
手
工
芸
講
座

　

公
民
館
施
設
等
を
利
用
さ
れ
る
場

合
は
事
前
予
約
（
窓
口
：
大
鹿
村
公

民
館
）
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

利
用
さ
れ
た
場
合
は
、
左
記
に
つ
い

て
十
分
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

①
ト
イ
レ
等
、
水
道
の
水
抜
き
。

　
（
凍
結
防
止
の
た
め
）

②
電
気
の
消
し
忘
れ
。

③
ス
ト
ー
ブ
等
の
消
し
忘
れ
。

　
（
ち
ゃ
ん
と
消
え
た
か
確
認
）

④
使
用
し
た
部
屋
の
掃
除
。

　
（
ゴ
ミ
は
置
い
て
い
か
な
い
）

⑤
使
用
し
た
部
屋
、玄
関
の
戸
締
り
。

⑥
使
用
簿
の
記
入
。

　

次
に
使
用
す
る
人
が
気
持
ち
よ
く

使
用
で
き
ま
す
よ
う
、
ま
た
、
き
れ

い
な
状
態
が
維
持
で
き
ま
す
よ
う
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
破
損
等
が
見
つ
か
っ
た
場

合
は
大
鹿
村
公
民
館
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

【
連
絡
先
】

　

公
民
館
（
土
・
日
・
祝
日　

休
館
）

　

３９
︱
２
１
０
０

　

公
民
館
で
は
、
長
野
県
生
涯
学
習

推
進
セ
ン
タ
ー
や
教
育
事
務
所
な
ど

が
主
催
す
る
各
種
研
修
講
座
へ
参
加

さ
れ
た
皆
さ
ん
に
奨
励
金
の
給
付
を

し
て
い
ま
す
。

【
給
付
額
】

　

１
講
座
１
０
０
０
円

【
対
象
者
】

　

大
鹿
村
公
民
館
が
認
め
る
研
修
講

座
を
受
講
さ
れ
た
方

【
そ
の
他
】

◦
研
修
会
場
へ
は
各
自
で
お
願
い
し

ま
す
。

◦
受
講
後
は
大
鹿
村
公
民
館
ま
で
レ

ポ
ー
ト
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
長
野
県
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
る
各
種
研
修
講
座
は
４

月
全
戸
配
布
の
「
研
修
講
座
計
画

表（
ピ
ン
ク
色
用
紙
）」
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
。
な
お
、
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
日
程
が
変
更
と
な
っ
て

い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
直

接
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
公
民
館

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◦
対
象
講
座
の
チ
ラ
シ
等
は
大
鹿
村

公
民
館
に
も
あ
り
ま
す
。

【
連
絡
先
】

　

公
民
館　

３９
︱
２
１
０
０

【
日
時
】

　

１２
月
１０
日
（
木
）
１４
時
３０
分
〜

【
場
所
】

　

木
工
体
験
交
流
施
設
カ
ス
ガ
イ

【
内
容
】

　

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
つ
く
り
他

【
講
師
】

　

竹
岡
栄
作
さ
ん

【
持
ち
物
等
】

◦
リ
ー
ス
に
し
た
い
具
材

◦
リ
ー
ス
の
土
台
は
こ
ち
ら
で
用
意

◦
参
加
無
料

【
申
込
期
限
】

　

１１
月
３０
日
（
月
）
ま
で

【
連
絡
先
】

　

公
民
館
（
土
・
日
・
祝
日　

休
館
）

　

３９
︱
２
１
０
０

【
直
近
の
対
象
研
修
講
座
】

基
本
的
に
参
加
無
料
で
す
が
、
材
料
費

な
ど
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す

◦
運
動
遊
び
で
体
と
こ
こ
ろ
を
育
て
る

【
日
時
】　

１１
月
１８
日
（
水
）

　
　
　
　

９
時
４５
分
～
１６
時
００
分

【
会
場
】　

生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
塩
尻
市　

先
着
４０
名
）

【
講
師
】　

犬
飼
己
紀
子
さ
ん

　
　
　
　
（
松
本
大
学　

名
誉
教
授
）

【
内
容
】　

子
ど
も
の
発
達
に
適
し
た

　
　
　
　

運
動
遊
び
に
つ
い
て
学
ぶ

【
申
込
】　

生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

　
　
（
☎
０
２
６
３
︱
５３
︱
８
８
２
２
）

◦
共
生
社
会
の
実
現

【
日
時
】　

１１
月
２１
日
（
土
） 

　
　
　
　

９
時
５０
分
～
１１
時
５０
分

【
会
場
】　

①
南
箕
輪
村
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
先
着
１
０
０
名
）

　
　
　
　

②
リ
モ
ー
ト
（
先
着
９０
名
）

【
講
師
】　

杉
野
昭
博
さ
ん

　
　
　
　
（
東
京
都
立
大
学　

教
授
）

【
内
容
】　

村
民
一
体
と
な
っ
た
新
た
な

　
　
　
　

地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
学
ぶ

【
申
込
】　

南
箕
輪
村
教
育
委
員
会

　
　
（
☎
０
２
６
３
︱
７６
︱
７
０
０
７
）

◦
公
民
館
の
現
代
的
役
割
を
考
え
る

【
日
時
】　

１１
月
２７
日
（
金
） 

　
　
　
　

９
時
４５
分
～
１５
時
３０
分

【
会
場
】　

①
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
塩
尻
市　

定
員
４０
名
）

　
　
　
　

②
リ
モ
ー
ト
（
定
員
４０
名
）

【
講
師
】　

上
田
幸
夫
さ
ん

　
　
　
　
（
日
本
体
育
大
学　

教
授
）

【
内
容
】　

こ
れ
か
ら
の
公
民
館
の
役
割

　
　
　
　

と
は
何
か
を
考
え
る
。

【
申
込
】　

生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

　
　
（
☎
０
２
６
３
︱
５３
︱
８
８
２
２
）
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エコパークスキルアップ講座第四回開催しました！
　９／２８（月）に、エコパークスキルアップ講座第四回を開催しました。今回は、第三回まで
の観察会とは場所を変えて、鳥倉キャンプ場から鳥倉山までを周遊しました。
　南アルプスの森林は、標高によって生育している樹木の種類が異なることが知られています

（表１）。第三回までの観察会会場の私有地は、標高１１００ｍ付近で低山帯に位置します。今回の
鳥倉キャンプ場から鳥倉山は、標高１７００～２０００ｍに位置し、ちょうど山地帯から亜高山帯に変
わるあたりになります。鳥倉キャンプ場には、ウラジロモミ（写真１）やミズナラの木が見ら
れましたが、標高１９００ｍあたりまで登ると、シラビソ（写真２）やコメツガが見られるように
なりました。

　ウラジロモミもシラビソもマツ科モ
ミ属で、若い枝を観察してみると、一
見同じように見えますが、枝に線状の
深い溝がある方がウラジロモミとのこ
とでした（写真３，４）。

　観察会では、樹木だけではなく、花、
岩石、キノコなども適宜観察しながら
歩きました。鳥倉山（写真５）周辺は
概ね緑色岩からなりますが、鳥が池の
あたりは、蛇紋岩の分布域があります。
ここで、南アルプス南部の蛇紋岩地に
のみ生息するキク科植物イナトウヒレ
ンの花を見ることができました（写真
６）。（宮崎）

表1 南アルプスの森林の垂直分布

　参考：南アルプス世界自然遺産登録長野県連絡協議会「南アルプス概論　長野県版」（２０１２） 
　ＵＲＬ： ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｍｉｎａｍｉ－ａｌｐｓ－ｂｒ．ｏｒｇ／ｉｍｇ／ｄａｔａ＿ｃｅｎｔｅｒ／ｄａｔａ／１０＿１＿ＭＡｇａｉｙｏｕ＿ｎａｇａｎｏ．ｐｄｆ

※南アルプス世界自然遺産登録長野県連絡協議会
　「南アルプス概論　長野県版」(2012) より引用

写真２
シラビソ (写真中央 )

写真４
シラビソの若枝

写真６
イナトウヒレンの花

写真1
鳥倉キャンプ場の

ウラジロモミ林 (写真中央 )

写真３
ウラジロモミの若枝

写真５
鳥倉山頂にて


